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症例は 29 歳、初経 12 才、月経周期ほぼ
整、32 日周期、出血 6 日間。結婚後 1 年 3
ヶ月の既婚、未経妊未経産婦。X 年 4 月こ
ろから痛みのない下腹部の張りを自覚する
ようになった。X 年 9 月末、腹部膨満感を
主訴に近医受診、巨大な卵巣腫瘍を疑われ
当科紹介受診となった。MRI にて、骨盤を







の腫瘍マーカーは CA125 =28 [IU/ml]、
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と考えられたため X+1 年 1 月（術後 3 ヶ月
目）にホルモン検査施行、 FSH=7.52 
[mIU/ml], LH=4.31 [mIU/ml], PRL=13.77 
[ng/ml], E2=37 [pg/ml], FT3=3.0 [pg/ml], 
FT4=1.30 [ng/dl], TSH=1.16 [μIU/ml]と
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濃度 1120 万/ml、運動率 30%と乏精子症を
認めた。このため自然排卵周期による人工
授精（swim up 法）を開始した。X +2 年 2
月、7 回目の人工授精、LH surge 目的に
hCG 5000 単位投与にて妊娠に至った。な
お、この時の精液所見は精液量 3.4ml、濃


















ため X+ 2 年 10 月選択的帝王切開術を施行、
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フォローを継続しており、X+4 年 10 月現在、
CT で異常所見なし、腫瘍マーカーCA19-9 
=11[U/ml], CA125 =13[IU/ml]と卵巣癌術













































た上皮性卵巣癌の Nam らによる review に
よれば、Medline で検索された 1969 年か
ら 2012 年に至る報告がまとめられており、
英文で報告されている妊孕性温存手術の施
行例は全世界で 918 例であり、109 例
(11.9%)で再発を認め、48 例(5.2%)は死亡し
ている。妊娠に至った症例は 177 名のみで、
妊娠回数はのべ 242 回、うち 214 が正期産
（妊娠数のうち 88%）、早産が1例（0.4%）、
流産 25 例（10%）、異所性妊娠 2 例（0.8%）
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がまとめた報告 7)があり、全国の 20 施設か
ら登録された I 期上皮性卵巣癌 589 例中、
妊孕性温存手術施行後具体的な妊娠希望の
あった症例は 71 例、うち妊娠に至った症例







多数例報告としては神保ら 7 例 9)、児玉ら 7
例 10)、また共に会議録ではあるが高橋ら 5











































1970 年には女性の初婚平均年齢は 24.2 歳
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報告年 報告者 年齢 組織型 男性因子 妊娠方法 













粘液性腺癌 乏精子症 体外受精 
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